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第１回北海道ＳＤＧｓ推進懇談会における主な意見について 

 

 主な意見 道の対応の考え方 

１ 

あらゆるステークホルダーに対応す

るビジョンを策定するならば、ビジョン

を策定するプロセスに多様なステーク

ホルダーが関与すべき。道が予定してい

る策定プロセスでは少し拙速であり、も

う少し丁寧にビジョンを策定する必要

がある。 

ビジョンの策定に当たっては、ＳＤＧｓ推進懇談

会での意見交換をはじめ、道内各分野の団体や学識

経験者、地域の有識者等で構成する道の附属機関の

北海道総合開発委員会での議論、新たに設立するネ

ットワーク組織会員や市町村、各種団体への意見照

会や、さらにパブリックコメントなどを通じて、幅

広くご意見を伺いながら、検討していきます。 

また、道内の幅広い分野や地域で、ＳＤＧｓの推

進に向けた様々な取組が展開されるよう、基本的な

指針となるビジョンをできるだけ速やかにとりま

とめ、多様な主体と共有していきたいと考えている

ことから、年内を目途に策定したいと考えていま

す。 

なお、ビジョンの策定後においても、ビジョンを

踏まえたＳＤＧｓ推進に関して、様々な主体の方々

と情報共有や意見交換等を行っていく考えです。 

２ 

策定に当たっては懇談会以外の場で

も意見を聞くということが必要であ

り、また、ビジョンが策定された後もビ

ジョンに対する意見を引き続き聞いて

いくことが必要。 

３ 

「（仮称）北海道ＳＤＧｓ推進ネットワ

ーク」を今後立ち上げるが、ビジョンの

策定に当たって懇談会メンバー以外のこ

うしたネットワークの参加者の方々の意

見も聞いていくことも必要。 

４ 

そもそもＳＤＧｓは誰のためのもの

かというと、ここにいる我々のためで

はなく、子どもや孫たちが安全・安心に

暮らしていける北海道のために、今の

我々のライフスタイルがこのままでい

いのか、というところがＳＤＧｓ。そう

考えると、2030 年まで後 12 年しかな

く、ビジョン策定のディスカッション

に時間をかけていては間に合わない。 

 

資料１ 
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 主な意見 道の対応の考え方 

５ 

子どもや将来のことを考える視点に

加え、今既に困っている人、大変な状況

にいる人たちも置いてきぼりにしない

というところも重要。 

 

ＳＤＧｓの「誰一人取り残さない」といった観点

を踏まえながら、女性や障がい者の活躍促進、子ど

もの貧困への対応などについても記載していくこ

とを検討していきます。 

 

６ 

ＳＤＧｓの達成に向けた取組が、全

体としては進んでも、例えば女性や障

がいのある方など取り残されてしまい

がちな方々をどうしていくのかという

ことについて考えることも必要。 

 

７ 

ＳＤＧｓでは「誰一人取り残さない」

というスローガンを掲げているが、逆を

言えば、これまでの開発の中で色々な人

が取り残されてきたという反省の上に

成り立っている。国連でＳＤＧｓを策定

する際には、策定のための会議の中に女

性、若者・子ども、先住民族など、取り

残されがちな人々で構成したグループ

での議論があった。骨子で示されている

ステークホルダーの分類では「誰一人取

り残さない」ことへの姿勢が感じられな

い。 

 

８ 

ステークホルダーについては、ビジ

ョン骨子の「４ ビジョンの推進」に記

載されている方々だけではなく、もっ

と多様な方々を明記すべき。 

ＳＤＧｓの推進に当たっては、道民の皆様をはじ

め、多様な主体の理解と参画が広がり、ＳＤＧｓを

自らの活動と関連付けながら幅広い分野や地域で

様々な取組が展開されることが重要と考えていま

す。 

 このため、ビジョンでは、主な主体ごとに期待さ

れる役割や取組イメージ、各主体の活動内容に応じ

たＳＤＧｓへのアプローチ手法などについて、具体

的に、かつ分かりやすく記載することを検討してい

きます。 ９ 

ステークホルダーの分類にあたって、

「企業」と一括りで記載されているが、

企業と行っても投資家や経営者、労働者

などもいて、それぞれがＳＤＧｓに対し

考え方が違う。また、企業の業態によっ

ても考える視点は違う。それぞれの視点

でＳＤＧｓを考えていくことが必要。 
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 主な意見 道の対応の考え方 

10 

ビジョンで用いる指標については、

道の既存計画の指標と同様のものに留

まるのであれば、せっかく新しいビジ

ョンを作るには意味がないのではない

か。多様な意見を踏まえて指標を追加

したり、見直すことが必要。 

 

指標については、取組の目標や進捗状況を分かり

やすく示すため、原則、次の考え方に沿って項目を

選定したいと考えており、参考となるデータについ

ても、幅広く検討していきます。 

① 経済社会の状況や道民の暮らしの状況を表す
アウトカム指標 

② 都道府県順位の把握や全国平均値との比較が
できる指標 

③ 原則、毎年または隔年で公表される指標 

 
11 

指標については、様々な団体が取り

扱っている指標も参考にしてはどう

か。 

 

12 

骨子の「２ 北海道を取り巻く現状」

の現状・課題は、せっかくＳＤＧｓとい

うのであれば、１７ゴールごとに記載し

た方が良い。また、経年変化で見られる

とより良い。 

本道においてＳＤＧｓを推進するためには、ＳＤ

Ｇｓと関連付けながら、本道の現状や課題を明らか

にし、道内の多様な主体と共有することが必要と考

えています。 

このため、ＳＤＧｓのゴールやターゲットと関連

性が高い各種データを用いながら、北海道の現状や

課題について、道民に身近な区分ごとに再整理し、

可能な限り経年変化が分かるように、表やグラフを

用いるなど工夫しながら記載していきたいと考え

ています。 

 

13 

北海道で起きている問題点を明確化

するということをまずはやるべき。 

14 

ビジョンで一番の中心になるのが「め

ざす姿」であり、多様なステークホルダ

ーにとってのビジョンであるためには、

「めざす姿」について議論が必要。骨子

で示されている「めざす姿」を前提にせ

ず議論していきたい。 

 

 ＳＤＧｓを推進していくためには、道民の皆様と、

将来の北海道のあるべき姿を共有することが重要

と考えており、懇談会をはじめ、様々なご意見を伺

いながら検討していきます。 

15 

ビジョンは時間や環境など、状況の

変化に合わせて変えていくべき。 

ビジョンについては、社会経済情勢の変化やＳＤ

Ｇｓ推進に関する国の動向なども踏まえ、必要に応

じて見直すことにしています。 

 

16 

ビジョンの骨子は、全体的に見て外

に向けて北海道をアピールするという

イメージを感じる。北海道に住んでい

る一人一人が幸せに生きていけるかと

いう視点をもっと出さないと、ＳＤＧ

ｓを推進していきたいという意欲が沸

かないのではないか。 

ビジョンは、ＳＤＧｓの推進に積極的に取り組む

ことによって、「世界の中の北海道」としての存在感

を高めながら、全ての道民が、将来にわたって安心

して心豊かに住み続けることができる地域社会の

実現をめざしており、その主旨が道民の皆様に分か

りやすく伝わるよう検討していきます。 
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 主な意見 道の対応の考え方 

17 

資料３－１の「４ ビジョンの推進」

の「企業の取組」に「中核的事業を通じ

たＳＤＧｓ達成への貢献」と記載され

ているが、貢献から少し踏み込んで「責

任」と記載しても良いと思う。ＣＳＲも

責任である。 

企業の取組の記載内容については、懇談会をは

じめ、様々なご意見を伺いながら検討していきま

す。 

18 

ＳＤＧｓの普及にあたり、ハードルを

上げない方がよい。普段行っている活動

の大体がＳＤＧｓに繋がっているという

ことを知らないのが現状。意識を変える

こと、普段の活動の中でできることだと

理解できることが重要。 

SＤＧｓの推進に当たっては、道のみならず道民

の皆様をはじめ多様な主体の理解と参画が広が

り、ＳＤＧｓを自らの活動と関連付けながら幅広

い分野や地域で様々な取組が展開されることが重

要と考えています。 

このため、ビジョンでは、各主体がＳＤＧｓに

取り組むことの意義やメリットとともに、優先課

題ごとに、多様な主体に期待される「対応方向」、

「取組イメージ」、更には各主体の活動内容に応じ

たＳＤＧへのアプローチ手法などについて具体的

に、かつ分かりやすく記載することを検討してい

きます。 

19 

道庁が発信するビジョンとなると、

道庁が何かをやってくれるという印象

になりがちだが、ＳＤＧｓはそれぞれ

が自分事だということを感じてもらう

ための書きぶりやプロセスが必要。 

20 

ＳＤＧｓについて分かっている人は

どんどんやっていけばいいが、分かっ

ていない人には最初の入口から優しく

丁寧に伝えていくほうがよい。また、自

分達の生活に直接関わる部分が多くイ

メージできるとＳＤＧｓを理解しやす

い。 

21 

自分達の事業がＳＤＧｓに繋がって

いる、ということを、ＳＤＧｓと関連す

る具体的な取組イメージで分かりやす

く示してもらえると取り組みやすい。 

 

22 

ＳＤＧｓの根本は経済・社会・環境の

３つを同時に解決することであるが、

この部分がもう少し伝わるようなもの

になればいい。 

ＳＤＧｓの経済・社会・環境の三側面への統合

的な取組は大変重要であるため、こうした考えが

反映できるよう検討していきます。 


